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そ 

じ
ょ
う

郡
市
に
は
多
く
の
た
め
池
が
あ
り
ま

す
。
オ
ニ
バ
ス
な
ど
貴
重
な
水
生
生

物
が
生
息
し
、
鴨
な
ど
多
く
の
野
鳥
が
飛
来

す
る
た
め
池
は
、
市
を
代
表
す
る
自
然
の
風

景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

農
業
が
発
展
し
た
江
戸
時
代
以
降
に
造
ら
れ
、

現
在
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

た
め
池
と
と
も
に
、
市
南
部
の
農
地
の
灌

漑
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、

宝
満
川
の
稲
吉
堰
で
す
。
造
ら
れ
た
の
は
江

戸
時
代
前
期
の
正
保
４
年（
１
６
４
７
）年
で
、

工
事
の
監
督
は
、
久
留
米
藩
普
請
奉
行
の
丹

羽
頼
母
重
次
で
し
た
。
こ
の
堰
の
完
成
に
よ

り
灌
漑
面
積
が
大
き
く
増
え
、
現
在
の
小
郡

市
の
農
業
の
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。

　

小
郡
校
区
は
台
地
上
に
あ
り
、
宝
満
川
か

ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
古
く
か
ら
農
業
用
水

の
確
保
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

人
々
が
着
目
し
た
の
が
、
西
側
を
流
れ
る
秋

光
川
で
す
。
江
戸
時
代
、
小
郡
村
の
人
々
は
、

秋
光
川
が
流
れ
る
対
馬
藩
田
代
領
の
村
々
と

何
度
も
交
渉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
時
に
は

水
争
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
、

元
禄
３
年（
１
６
９
０
）に
始
ま
る
豆
田
井
手

を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
り
ま
す
。

　

豆
田
井
手
は
、
秋
光
川
に
設
け
ら
れ
て
い

た
堰
で
す
。
現
在
の
井
手
籠
橋
付
近
に
田
代

領
野
口
村
が
造
っ
た
も
の
で
、
当
時
は
田
代

領
４
か
村
と
小
郡
村
の
計
５
か
村
で
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
幕
府
領（
天
領
）だ
っ

た
寺
福
童
村
は
、
小
郡
村
か
ら
水
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
豆
田
井
手
か
ら
の
水
の
正

当
な
権
利
者
で
あ
る
と
し
て
、
幕
府
の
天
草

代
官
所
に
訴
状
を
出
し
た
の
で
す
。
こ
の
水

争
い
は
、
元
禄
１
０
年（
１
６
９
７
）に
天
草

代
官
所
に
よ
っ
て
、「
田
代
領
の
村
と
の
正

当
な
権
利
者
は
小
郡
村
の
み
」で
、「
寺
福
童

村
へ
の
水
の
配
分
は
小
郡
村
と
の
協
議
事
項

で
あ
る
」と
決
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
小
郡
駐
屯
地
前
の
信
号
か
ら

約
２
５
０
ｍ
北
側
に
進
む
と
、「
池
内
孫
右

衛
門
翁
之
碑
」が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後

期
の
文
政
年
間
、
小
郡
町
庄
屋
の
池
内
孫
右

衛
門
は
、
西
島
村
と
大
保
村
を
流
れ
て
い
た

高
原
川
の
水
を
小
郡
町
に
引
き
た
い
と
考
え
、

両
村
と
の
交
渉
の
末
、
高
原
堰
を
越
え
る
余

水
を
利
用
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

碑
の
隣
の
水
路
は
、
現
在
も
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
、
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
小
郡
の
農
業
の
発
展
は
、
先
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
の
上
に
あ
る
の
で
す
。

問
合
せ
先　

文
化
財
課
☎
７
５
・
７
５
５
５

　小郡市の中心となる産業は農業です。農業は弥生時代

に始まり、徐々に発展してきましたが、人々はさまざま

な方法で水の確保に取り組んできました。

おごおり遺産とは？》》近年の市内調査で「再発見」した文化遺産＝市民のたからのこと

発見！おごおり遺産
水と農業No.14

豆田井手と関連する村々 池内孫右衛門翁之碑当時の豆田井手付近

小
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